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都市再生整備計画の目標及び計画期間

著「道府県名 石,1県 市町11名
ヽ
町一峨

地区名 内離南都地区 面積 360 ho

計画期間 平成     2o 年度 ～  平成     24  年度 交付期間 平成    20年 度 ～ 平成     24  年度

目標

【大目標】新旧住民が時りを持つて暮らせる安全 安ふ 快適なコミュニティづくり
目檬 1:新旧住民の交流が青まれる層住量壕の向上による定住促進
目檬2:包格的な防災機能強(ヒによる安全 安心な生活彗選づくり
目機3:歴史的資凛や空家などの活用による地域コミュニティの活性化

日 1設 定の根拠

内斑町は                       されてきた町であり
に走る肯ど豊有料道路の金沢方面側からの入日部にあって
帯)の 町である

県都金沢市と隣接するほか 金沢医科大学が立地することから 全沢市近郊の住学都市 卓田部市aでの性器を●T十■っ町として発展してきた また 町域を南北
:極累オる●涌の軍衝でもある lt理 |1条 llや道路交通体系などがら県都金沢市との結びつきが極めて強く 金沢都市日の一選を担う人口約268∞ 人(綺95∞世

0中 で当該地国 お頭ι渇放水路の酬 Ⅲ 置し 西側 ま日称 剛 鋼 拐 か柿 流する大馴 勧 して金肺 嶽 け こ た 畑 硼 まれたコ アで

置讐塁塁塁雪聾L蔑召世融菫ヨ薔里[岨[堡f果急百輻 青U静ま首麗デ兜雫誉1止る大勁LШ些凶唾ば工区菫エユ議壺K堕望』壺J
近年は 内灘大橋 (サンセットプリッジ内蔵)や内灘湊大橋の開通により 周辺地域から当該ltt区 へのアクセスl■ が向上し

“

線道路離 しての体系は整いつつあるものの 古くから形成されている集落地内や市街地内の生活遺路を中心に 幅員4m
l』

翌1旨獣盟憎賠 フ髯妻策弩あ鏑 も鶏含ま:顎器 爵 稽 雪 膚 譜 記 艶 會 思 髪 雪 磨 斎 響 肇 憎 条 9警 賛 鍵
を求める芦力Ⅷ 域住民から寄せられてもヽる

てつくられた[ミ トJと 称される洗い場が3箇所現存しているほか 昔ながらの蔵も点在しており こうした歴史的な音源や生活文
`ヒ

″再生し まちづくりへの有効活用が程
室されている

直 雄 殿 ξ よ癬 :長身
査並 コ 霊 躙 嚇 並 趾 皿 ιJ御 嶼 嗜 甑 する中で 従来か .lt動 に居住し‐ るヽ住民と新●地 地,から転入してきた儀 め 関わり 動 齢 薄となっており 嶼 コミュニティ 陶 としての喘

倉島:な[奮‐標 躍 識 瀧 帖 ;豊鰺 庫
ちちξ務 鶏 顎 鷲 留 鶏 輩 繁 麓 1群 怪 t43翫塩 こ容 黒 闊 鷺 筆 盤 ヽ 揺 鯉 当 轟 当 機 讐 響 措 鋭 瞥 漁 録 舅

れ 今日に至るまで役員会 研修会 地区説明
窪菫され 住宅等の整備 維持管理に関する事項が取り決められるなど まちづくり

課 題

0居住最構の向上と定住録薔
古くからの集落地 既成市街llと新しい住宅市街地が共存する中で その都市基盤整備状況に,差が広がりつつあり 特に古くからの集落地部においては その活力を維持 向上させていくためには 人々を引きつける魅力ある居住環境への改善を

図るなど 定住促進に向けた施策展開が必要である
●生活 防災毒螢の整備と防災意壁の向上
古くから形成されている集落地内や市街地内を中心に数多く残されている狡除な生活道路について地,住民の理解と協力に基づいて拡幅整備を推進するとともに 海岸砂丘地上に広がる市街lL特性を背景として 地域t良の日常的な防災意識の

向上を図っていくことが必要である
0地域コミュニティの活性化

翻 3言肯ど

・

ξ電をアで,冨計 鎧醤蛮よ『 率当

`霧

まξttl弩財課鵜
り 交流が希

"イ

ヒし 地域の一体性低下力瀬 念れ ている中で かつて地,住 民のコミュニケーションの場であつた「ミ向や 地区内に点在する蔵などの歴史的資源
'て いく必要がある

付 札 ンヨン IヽP長 期 リ

【第四次内灘町総合II画 】
fつながりを大切にした活気あるまちJ 「緑と水に抱かれた便利で安全 安心のまちJ 「住民と行政かともに考え 育てるまち」 を基本理念とし 都市基盤については 機能的で個性豊かなまちの実現を目指して計画||な土地

利用と既存施設を看かした地域再生や 緑豊かで美しい街なみの形成など快適でうるおいのあるまちづくりを推進するとしており 定住促進を重点プロジェクトの一つに掲けている
m議 町都市計画マスタープラン】
南部地域の将来像として[魅力あふれるにざわい空間の建1出 と良質な住環現の向上Jを掲げ 良好な住環境を誘導するための景観等に配慮した街並みづくり 安全て快適な生環境の倉I出 に努め 地区内の生活道路につしヽては狭随区間の解消に努

めるとともに防災機能の向上を図るものとしている

目 を定量化する指標

指 標    「  苗 待 定  義 目標と指標及び目標1直の関連性 従前値   「 姜菫
=唐

目標値   1 白顧Fモ

「
ll区人 口             人 まち交区城内人口帷 民基本台帳〕

地区区域内における接道不良住宅率 (街なみ環境整備区鱒

地区区域内における空家の軒数

雪1■ 環,の ●l上によう足1■ 促E(日 拌1)により地区の魅力を肩め 地

勇勒 えること(配屁万FF瞑ラ厠雨竃■に面するI

誰 翁 饂 化を図ること 目標0にょ吹空家の様数を減少

23370 平成19年度

平成19年度

24400

600

平成24年度

接道不良住宅率          ・ . ,23

173

平成24年度

平成24年度
空家件数             棟 平成19年度 160
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都市再生整備計画の整備方針等

方 1方

`1に

合致する主
1傾 万雖 1:曝屁而衝地における衝なみ燎颯壺偏により 魅力的で艮好な居住環境への改薔を図り
向粟埼地区において街なみ環境の整備を実施し 地●の都市基盤となる道路や小公園の整備を図る ― 内蔵町向粟崎地区●.rなみ環境整備事業 (■基幹事業 :街なみ環境整備事業)

アカシア向粟崎碍 線緑化施設(■ 基幹事業 高質空間形成施設 )

螢備方針

':¨
栞僣などの生活 輌ア詈扇

=蜃
えつつ 地域住民の防災意識の向上を

向某崎地区において街なみ環境の整備を実施し 4ぃ未満の狭除道路の拡幅整備を推進する.

地域住民からの要望に基づき 側溝載修を合めて生活道路を改修整備する.

内灘町向粟崎地区街なみ環境整備事業(■ 姜幹事業 ,進路)【 再掲】
町道 幹10号向采崎線整備 ■基幹事業 :道路)

町道新設整備 (■ 基幹事業.道路)

町道Ⅲ 号向粟崎大根布線整備(■ 基幹事業 1道路,

町道アカシア向粟崎5吟線ほか整備(■ 基幹事業 道路)

防火水槽整備 (■ 基幹事業 :地域生活基盤施設 )

,区 内に不足する防火水槽を2基整備する

菫備方鮮3:地●が議る歴史的資置の再生や空蒙などの21ttt国

`こ
τTT]「 地嬌コミュニティの活強化につなげる

向粟崎地区において行なみ環境の整備を実施し 地域ならではの貴重な歴史的資源 生活文化 コミュニティの象徴として「ミトJの再生を図るほか
地区の供適性 個性を高める空間として所有者の協力を得ながら蔵 (空き蔵)の整備 活月を推進する

内蠅町向興崎地区街なみ環境整備事業(■ 基幹事業‐道路 )【 再掲】

その 他
m薬崎地区におけるまちづくりの経緯】

(平成17年 度 )

平成17年 10月 13日  第1回 協議会哺 議会設立)

平成17年 12月 00日  第2回協議会
平成13年 02月 14日  第 1回 役員会
平成18年 02月 27日  第2回役員会
平成18年 03月 22日  第3回 協議会

(平成18年度)

平成18年 06月 25日  算3回 役員会
平成18年 07月 07日  第4回役員会
平成18年 07月 12曰  地区説明会
平成10年 07月 14曰  地区説明会
平成18年 ‖月15日  第5回復員会
平成18年 11月 20日  街づくり協定書承認

(平成19年 度)

平成19年 05月 10日  平成19年度 第1回協議会
平成1,年 05月 25日    ″  第2回 協議会
平成19年 08月 10日  研修釦 勉強会)

平成19年 12月 17日  平成19年度 第3回 協議会

(平成20年度)

平成21年 00月 27曰  役員会
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交付対象事業等一覧表

交付対象事業費 1,2 6951   国費率

畦車場有効利用システム

高質空間形成施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街lt再開発事業

住宅衡区整備事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

住宅市街地
`=常

蔵信
"重重讐機`借羮:き竃[を地整備型

区改良事 業等

共 同住宅 l■ 拾事業

都市再生住宅等整備

防災街区整備尋業

町道新設整備 向粟崚 丁 目

町道幹 10号 向粟崎線

町道幹,号向粟崎大根布線

町道アカシ7向粟崎
"号

線 ま

アカシア向粟崎 1号 線緑化施設

向要崎
`丁

目 ,T目

平成 2年度

平成21年 度

平成24年度

平成24年度

平成 23年度

平成 24年度

平成20年度

平成 24年度

平成24年 度

平成2年度

平成24年度

平成24年度

平成24年 度

平成24年度

内灘町

内灘町

平成 22年度

平レ 4年度

平成1,年 度

平成26年 度

平成24年度

平成24年度
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経 :

事業 1    扁頂目
事業箇所名 事業主体 直/間 規模

(参考 )事業期間 交付期間内事業期間 (書 考)全体

=輩
+

交 付期 間 内 交 付対 象

=輩
糾開始年度 終了年度 開,台 年度 終 了年度

=輩
晋   |ち ,営 角珀

^|^ム
屎角珀,

lL域創造
支援■葉

事業効果分析調査 内誰町 平成 24年度 平成24年度 20

00

OЮ

事葉活用調
査

直 平成24年度 平成24年度 2 2(

まちづくり舌
動推進事業

0

合.I 2 2`

合計(A‐ ) 171

(いずれかにO)

内灘町公共下水道事業

幹 2号宮坂南線道路事業

幹 2号宮坂南線道路事業(雪寒〕

幹 2号宮坂南線道E事業(地特)

災害ハザードマッフの作成

内離町公共下水道

河川局
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都市再生整備計画の区域

内灘南部地区 (石川県内灘町 ) 面積 360 卜● 区 域

石川県河北都内蔵町向粟崎 向粟峙1丁 目 2丁 目 `丁 目 4丁 目 6丁目 旭ヶ丘 縁台,T目 2T目
綸ヶ丘IT日 2T日 3T日

`丁
目 6T日  向陽台IT日 2丁 目 千鳥台1丁 目 2丁 目

`丁
目

大根市イ丁目 2丁 目 8丁 目 4丁 目 5丁 目 6丁 目
'丁

目 OT日 大根市 大清台 大学1丁 目 2T目
ハマナス,丁 目 2丁 目

石川県内灘町

―

 
・・・

,・

―

 ―巌
・・
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内灘南部地区 (石 川県内灘町)整備方針概要図

目標

ll旧 住民か誇 りを持 つて悪 らせ る安全 安心  快適 な コミュニ テ ィづ くり

口標●術 ,住民め
'硫 “

,ま ,,る澪住■■の向上●よるtt掟延

富穂
`包

話輌な防■u能強 t「
`る

ま奎
'ル

tt`■撻づく,

日楡
`鷹

夏
"蕗

薇や笙,′ ,ど ●
=川「 `る

地●●●●‐テ 0́活性化

代表的な

指標

泄区人口 (人 ) 23870(H19年度)-     24400(H24年 度 )

技道不良住宅率  (・・ ) 723 (H19年度)-      600 (H24年 度 )

空家件数 (棟 ) 173  (Hつ 年 度 )   ―               ■6  (H24年度 )

日本海

全 沢 口鶴浜線

河
北
潟
放
水
路

几  例

|   1基 幹事業

|   1提 案事業

[111111]関連事業

遺踏 絆 1号向桑崎大ll市線

1丁 目 2丁 目地区

遺略 町■アカシア向栗崎66号線ほか

|,

■4■

河北潟
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